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荷
車
の
後
押
し
と
な
っ
て同

窓
会
長
　
土  

屋  

聖  

史
　

来
年
は
、同
窓
会
創
立
三
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。こ
の
三
十

年
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
今
後
の
同
窓
会
活
動

を
よ
り
安
定
的
に
、そ
し
て
、よ
り
活
発
に
す
る
た
め
の
記
念

事
業
は
何
を
行
え
ば
よ
い
の
か
、
幹
事
会
及
び
理
事
会
で
検

討
し
て
き
て
お
り
ま
す
。そ
の
記
念
事
業
の
中
で
ぜ
ひ
実
現
し

た
い
も
の
が
、先
輩
方
の
熱
い
想
い
で
も
あ
っ
た「
同
窓
会
館
」

の
設
置
で
あ
り
ま
す
。卒
業
生
が
訪
れ
、懐
か
し
く
大
学
生
時

代
を
振
り
返
れ
る
場
所
で
あ
る
と
と
も
に
、
学
生
や
大
学
教

職
員
も
気
軽
に
活
用
で
き
る
教
育
学
部
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存

在
と
し
て
の
同
窓
会
館
が
出
来
な
い
も
の
か
、同
窓
会
館
整
備

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
大
学
側
と
も
連
携
し
な
が
ら
協
議
を

重
ね
て
き
て
お
り
ま
す
。現
在
の
案
で
は
、平
成
二
十
六
年
の

長
野
県
北
部
地
震
で
被
害
を
受
け
た
、キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る

「
旧
長
野
県
庁
舎
書
籍
庫
」（
レ
ン
ガ
造
り
二
階
建
て
の
建
物
、

国
有
形
登
録
文
化
財
に
指
定
）の
外
枠
を
修
復
す
る
と
と
も

に
、内
枠
に
は
会
議
室
や
展
示
ス
ペ
ー
ス
及
び
小
ホ
ー
ル
を
設

置
し
て
、同
窓
会
館
と
し
て
併
用
さ
せ
て
も
ら
う
と
い
う
計
画

案
で
あ
り
ま
す
。
明
治
二
十
八
年
に
長
野
県
庁
舎
の
書
籍
庫

と
し
て
建
設
、明
治
四
十
四
年
に
長
野
師
範
学
校（
現
信
州
大

学
教
育
学
部
）が
譲
り
受
け
て
保
存
し
て
き
た
、当
時
の
県
庁

舎
に
お
い
て
現
存
す
る
唯
一
の
貴
重
な
建
物
を
修
復
・
保
存

す
る
こ
と
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、既
存
の
建
物
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、予
算
面
で
も
同
窓
会
館
の
設
置
が
可
能
と
な

り
ま
す
。あ
わ
せ
て
、そ
の
周
り
も
木
々
が
生
い
茂
る
憩
い
の

場
所
に
整
備
し
よ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。最
終
的
に
は
、八

月
十
一
日
に
行
わ
れ
る
総
会
に
お
い
て
計
画
案
を
提
案
し
、承

認
を
受
け
実
施
に
移
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
の
総
会
に
て
ご
講
演
い
た
だ
い
た
滝
澤
忠
男
先
生
は
、

会
報
第
二
十
九
号
に
次
の
よ
う
な
文
章
を
お
書
き
に
な
り
ま

し
た
。「
…
同
窓
会
は
、あ
く
ま
で

も
荷
車
に
例
え
る
な
ら
ば
後
押

し
団
体
で
あ
り
、カ
ジ
棒
は
あ
く

ま
で
も
学
生
諸
氏
や
教
育
学
部

自
身
に
あ
る
こ
と
の
自
覚
は
、改

め
て
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
い
こ

と
で
す
。
…
」　

創
立
三
十
周
年

を
迎
え
る
当
た
り
、改
め
て
肝
に

銘
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。
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第
十
五
期
同
窓
会
役
員
名
簿

（
平
成
二
十
七
年
八
月
～
平
成
二
十
九
年
八
月
）

名
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会
長	

平
野
吉
直（
～
二
十
七
年
十
二
月
）

	

永
松
裕
希（
二
十
八
年
一
月
～
）
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佐
野
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中
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深
澤
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土
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聖
史
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会
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小
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澤
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澤
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五
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～
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旧長野県庁舎書籍庫（「赤レンガ倉庫」）
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１
．
通
常
総
会
の
日
時
・
会
場

　
　

平
成
27
年
8
月
11
日
（
火
）　

午
前
10
時
開
会

　
　

ホ
テ
ル
信
濃
路　

長
野
市
中
御
所
岡
田
町
131
―1

２
．
出
席
者
数	

59
名

３
．
開
会
宣
言	

古
幡　

民
子 
副
会
長

	
	

進
行
…
宮
澤　

真
一 

副
会
長

４
．
挨
拶　
　

	

土
屋　

聖
史 
会
長

５
．
議
事

議
事
に
先
立
ち
、
会
則
第
16
条
に
基
づ
き
、
総
会
議
長

の
互
選
を
行
う
。

⑴ 

議
長
団
の
選
出

小
林
重
之
・
佐
藤
文
博
の
両
会
員
を
議
長
団
に
選
出
し
た
。

⑵ 

議
事
録
署
名
人
の
選
出
と
書
記
の
任
命

山
崎
澄
人
・
田
中
茂
伸
の
両
会
員
を
議
事
録
署
名
人
に
選

出
し
、
宮
澤
昌
道
・
茅
野
公
穂
の
両
会
員
を
書
記
に
任
命

し
た
。

第
一
号
議
案

　

平
成
26
年
度
事
業
報
告
書
、
歳
入
・
歳
出
決
算
及
び
財
産

目
録
の
承
認
に
つ
い
て

⑴ 

中
村
直
人
事
務
局
長
よ
り
総
会
資
料
に
基
づ
き
、
平
成
26

年
度
事
業
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
支

部
組
織
で
の
活
動
の
検
討
な
ど
組
織
充
実
に
関
す
る
意
見

が
出
さ
れ
た
。

⑵ 

岩
田
靖
幹
事
よ
り
総
会
資
料
に
基
づ
き
、
平
成
26
年
度

歳
入
・
歳
出
決
算
報
告
及
び
財
産
目
録
に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
三
沢
弘
幸
監
事
よ
り
業
務
監
査
・
財

務
監
査
の
結
果
、
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。

　

原
案
ど
お
り
拍
手
に
よ
り
全
員
一
致
で
こ
れ
を
承
認
し
た
。

第
二
号
議
案

　

平
成
27
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
歳
入・歳
出
予
算
（
案
）

の
承
認
に
つ
い
て

⑴ 

中
村
直
人
事
務
局
長
よ
り
総
会
資
料
に
基
づ
き
、
平
成
27

年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
、
同
窓
会
の
活
動
充
実
の
た
め
、
地
区
理
事
と

の
連
携
等
強
化
策
の
検
討
、
創
立
30
周
年
事
業
の
構
想
、

大
学
を
取
り
巻
く
状
況
を
踏
ま
え
た
財
政
補
助
な
ど
財
産

用
途
の
検
討
、
教
育
学
部
や
教
員
・
学
生
へ
の
支
援
の
み

な
ら
ず
教
育
学
部
等
へ
の
具
申
の
検
討
に
関
す
る
意
見
が

出
さ
れ
た
。
ま
た
、
関
連
し
て
、
教
育
学
部
卒
業
生
の
就

職
率
、
入
学
定
員
充
足
率
に
つ
い
て
の
質
問
、
教
育
学
部

で
養
成
す
る
教
員
像
へ
の
要
望
が
出
さ
れ
た
。

⑵ 

岩
田
靖
幹
事
よ
り
総
会
資
料
に
基
づ
き
、
平
成
27
年
度
歳

入
・
歳
出
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
、
創
立
30
周
年
に
向
け
て
準
備
会
を
立
ち
上
げ

る
等
の
た
め
に
特
別
会
計
の
検
討
に
関
す
る
意
見
が
出
さ

れ
た
。

　

原
案
ど
お
り
拍
手
に
よ
り
全
員
一
致
で
こ
れ
を
承
認
し
た
。

第
三
号
議
案

　

第
15
期
役
員
の
改
選
に
つ
い
て

　

土
屋
聖
史
会
長
よ
り
、
退
職
し
た
校
長
職
経
験
者
か
ら

新
会
長
を
選
出
す
る
こ
と
の
必
要
性
の
検
討
と
選
出
経
過
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
幹
事
会
、
理
事
会
で
の
推
薦
を
踏
ま

え
て
第
15
期
会
長
を
引
き
続
き
担
う
案
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
っ
た
。

　

ま
た
、
土
屋
聖
史
会
長
よ
り
、
配
付
資
料
に
基
づ
き
第
15

期
副
会
長
、
監
事
、
理
事
、
幹
事
が
推
薦
さ
れ
た
。

　

原
案
ど
お
り
拍
手
に
よ
り
全
員
一
致
で
こ
れ
を
承
認
し
た
。

６
．
来
賓
祝
辞

平
野
吉
直
氏
（
教
育
学
部
学
部
長
）
の
ご
臨
席
が
あ
り
、

祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

７
．
閉
会
宣
言	

古
幡　

民
子 

副
会
長

〈歳入の部〉
項　　　目 予  算  額 決  算  額 増・△減 備　　　考

1前年度繰越金 1,083,251 1,083,251 0
2会　　　　 費 5,800,000 5,380,000 △ 420,000 269名入金
3雑 収 入 5,000 676 △ 4,324 利子
歳 入 合 計 6,888,251 6,463,927 △ 424,324

〈歳出の部〉
項　　　目 予  算  額 決  算  額 増・△減 備　　　考

1会 議 費 580,000 326,098 △ 253,902 総会・役員会等
2事 業 費 1,300,000 1,070,522 △ 229,478 会報・学部後援等
3事 務 費 2,315,000 2,118,068 △ 196,932 会報発送・印刷等
4事 務 委 託 費 1,630,000 1,630,000 0 雇用費等
5雑 費 150,000 134,358 △ 15,642 連合会会費・謝恩会御祝儀等
6予 備 費 913,251 193,536 △ 719,715 HP外注費
歳 出 合 計 6,888,251 5,472,582 △ 1,415,669

平成26年度信州大学教育学部同窓会一般会計歳入歳出決算書
自　平成26年4月  1日
至　平成27年3月31日

	 歳入合計額　6,463,927円也
	 歳出合計額　5,472,582円也

差 引 残 額　　991,345円也　翌年度へ繰越

第
二
十
八
回
　
同
窓
会
通
常
総
会
報
告

講演　滝澤忠男先生

祝辞　平野吉直学部長

会長挨拶　土屋聖史会長
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平
成
28
年
1
月
よ
り
、
教
育
学
部

長
を
務
め
て
お
り
ま
す
永
松
裕
希
と

申
し
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
情

報
化
、
少
子
高
齢
化
な
ど
、
想
像
を

超
え
た
速
さ
で
社
会
が
変
わ
り
ゆ
く

中
、
学
校
教
育
も
多
く
の
変
革
を
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
教
員
養
成
を
担
う
本
学
部
の
運
営
に
か
か

わ
り
ま
す
こ
と
に
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
、
次
の

時
代
の
発
展
の
た
め
に
微
力
な
が
ら
も
懸
命
に
務
め
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
信
州
大
学
教
育
学
部
お
よ
び
教
育
学
研
究
科
は
、

本
年
度
４
月
よ
り
新
し
い
学
部
・
大
学
院
と
し
て
学
生
た
ち

を
迎
え
ま
し
た
。
今
回
の
改
革
は
、
次
の
時
代
を
生
き
る
子

供
た
ち
の
た
め
の
新
し
い
学
び
を
創
り
出
せ
る
教
員
の
養
成

と
、
学
校
現
場
で
の
諸
課
題
に
チ
ー
ム
の
中
で
問
題
解
決
を

牽
引
で
き
る
教
員
の
養
成
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、

長
野
県
教
員
委
員
会
様
と
よ
り
強
固
な
連
携
の
も
と
に
、
信

州
の
素
晴
ら
し
い
環
境
を
活
用
し
た
人
材
育
成
と
、
長
野
県

の
教
育
課
題
の
解
決
に
貢
献
し
得
る
人
材
育
成
を
目
指
し
た

改
革
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
新
し
い
学
部
・
大
学
院
を
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

〇
教
育
学
部
は
、
学
校
教
育
教
員
養
成
課
程
の
も
と
に
、
野

外
教
育
コ
ー
ス
、
心
理
支
援
教
育
コ
ー
ス
を
新
設
し
、
特
別

支
援
教
育
コ
ー
ス
を
再
編
し
て
、
14
コ
ー
ス
か
ら
成
る
教
育

組
織
と
な
り
ま
し
た
。
新
設
さ
れ
た
２
コ
ー
ス
は
、
次
の
よ

う
な
教
員
の
養
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
程
で
培
っ
て
き
た
人
材
養
成
力
を
活
か

し
て
新
た
に「
野
外
教
育
コ
ー
ス
」を
設
置
し
、登
山
・
キ
ャ

ン
プ
、
ス
キ
ー
・
ス
ケ
ー
ト
な
ど
の
野
外
活
動
を
指
導
で

き
る
教
員
を
養
成
し
ま
す
。

・
教
育
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
課
程
で
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
か
し
て
新
た
に
「
心
理
支
援
教
育
コ
ー
ス
」
を
設
置
し
、

い
じ
め
、
不
登
校
、
発
達
障
害
な
ど
へ
の
対
応
が
で
き
る

教
員
を
養
成
し
ま
す
。

〇
大
学
院
教
育
学
研
究
科
で
は
、
専
門
職
学
位
課
程
で
あ
る

高
度
教
職
実
践
専
攻
（
教
職
大
学
院
）
を
新
設
し
、
こ
れ
ま

で
の
修
士
課
程
と
教
職
大
学
院
の
２
つ
の
課
程
を
持
つ
研
究

科
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
修
士
課
程
は
学
校
教
育
専
攻
の
１
専
攻
に
統

合
し
、
そ
こ
に
学
校
教
育
専
修
、
臨
床
心
理
学
専
修
、
教
科

教
育
専
修
の
３
専
修
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
教
職
大
学

院
は
、
教
育
現
場
の
複
雑
で
多
様
な
課
題
に
対
応
で
き
る
教

育
実
践
に
お
け
る
高
度
専
門
職
の
養
成
を
目
的
と
し
て
、
実

践
的
指
導
力
を
高
め
る
た
め
の
学
校
現
場
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
た
授
業
科
目
と
、
近
隣
の
公
立
学
校
・
教
育
学
部
附
属
学

校
に
教
育
研
究
の
場
を
設
け
、
大
学
院
教
員
が
訪
問
し
て
協

働
で
問
題
解
決
を
図
る
「
学
校
拠
点
方
式
」
に
よ
る
授
業
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
平
成
28
年
度
は
新
し
い
教
育
学
部
、
教
育

学
研
究
科
の
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
同
窓
会
会
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
教
育
学
部
の
運
営

と
学
生
の
勉
学
に
対
し
ま
し
て
、
教
員
採
用
に
向
け
て
の
模

擬
試
験
の
実
施
な
ど
、
多
大
な
ご
力
添
え
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
教
育
学
部
教
職
員
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
新
生
教
育
学
部
に
対
し
ま
し
て
も
、

引
き
続
き
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

学
部
の
新
転
任
・
転
退
職
教
員
の
紹
介

【
平
成
二
十
七
年
度
〜
平
成
二
十
八
年
度
新
転
任
教
員
】

　

桐
原　
　

礼　

先
生　
　
（
音
楽
教
育
）

　

瀧　
　

直
也　

先
生　
　
（
ス
ポ
ー
ツ
科
学
教
育
）

　

佐
々
木
洋
城　

先
生　
　
（
数
学
教
育
）

　

JUNG　

HYOJUNG　

先
生（
家
庭
科
教
育
）

　

畔
上　

一
康　

先
生　
　
（
教
職
大
学
院
）

　

市
川　

公
明　

先
生　
　
（
教
職
大
学
院
）

　

大
藪　
　

勝　

先
生　
　
（
教
職
大
学
院
）

　

油
井　

幸
樹　

先
生　
　
（
教
職
大
学
院
）

【
平
成
二
十
七
年
度
転
退
職
教
員
】

　

髙
橋　
　

渉　

先
生（
言
語
教
育
）

　
　

昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
着
任
、
定
年
退
職

　

松
岡　
　

樂　

先
生（
数
学
教
育
）

　
　

昭
和
五
十
五
年
一
月
一
日
着
任
、
定
年
退
職

　

渡
邉　
　

伸　

先
生（
ス
ポ
ー
ツ
科
学
教
育
）

　
　

昭
和
五
十
年
八
月
十
六
日
着
任
、
定
年
退
職

　

松
岡　

英
子　

先
生（
家
庭
科
教
育
）

　
　

昭
和
五
十
三
年
十
一
月
一
日
着
任
、
定
年
退
職

　

藤
井　

善
章　

先
生（
教
育
科
学
）

　
　

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
着
任
、
退
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
野
県
と
の
人
事
交
流
）

　

平
野　

吉
直　

先
生（
ス
ポ
ー
ツ
科
学
教
育
）

　
　

平
成
二
十
七
年
九
月
三
十
日
教
育
学
部
教
授
退
職

　
　

平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
信
州
大
学
理
事

　
ご
　
挨
　 

拶教
育
学
部
長

　
永 

松
　
裕 

希
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平
成
27
年
10
月
1
日
付
で
信
州
大

学
長
に
就
任
し
ま
し
た
濱
田
州
博
で

ご
ざ
い
ま
す
。
日
頃
よ
り
信
州
大
学

教
育
学
部
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
一

方
な
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ま
ず
は
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

簡
単
に
自
己
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
１
９
５
９

年
（
昭
和
34
年
）
兵
庫
県
神
戸
市
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
兵
庫

県
立
兵
庫
高
等
学
校
を
卒
業
し
、
1
年
間
浪
人
生
活
を
送
っ

た
後
、
東
京
工
業
大
学
に
入
学
し
ま
し
た
。
博
士
課
程
ま
で

9
年
間
を
東
京
で
過
ご
し
た
後
、
つ
く
ば
市
（
当
時
は
桜
村
）

の
通
商
産
業
省
（
現
在
の
経
済
産
業
省
）
工
業
技
術
院
繊
維

高
分
子
材
料
研
究
所
に
1
年
2
ヶ
月
勤
務
し
、
１
９
８
８
年

6
月
よ
り
上
田
市
に
あ
る
信
州
大
学
繊
維
学
部
で
大
学
教
員

生
活
を
始
め
ま
し
た
。
長
野
県
在
住
が
も
う
す
ぐ
28
年
と
な

り
（
1
年
間
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
て
お
り
ま
し
た
が
）、
人

生
で
は
長
野
県
で
最
も
長
く
生
活
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
10

月
か
ら
は
松
本
で
平
日
は
暮
ら
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
と
は

異
な
る
景
色
や
環
境
に
す
っ
か
り
慣
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

専
門
は
、
繊
維
染
色
化
学
で
、
化
学
が
ベ
ー
ス
で
す
。

　

教
員
免
許
更
新
講
習
に
は
、
平
成
20
年
度
に
行
わ
れ
た
予

備
講
習
か
ら
関
わ
っ
て
お
り
、
教
育
学
部
同
窓
生
の
皆
様
の

中
に
は
そ
こ
で
お
目
に
か
か
っ
た
方
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
何
年
か
は「
衣
食
住
で
使
用
さ
れ
る
色
材
」あ
る
い
は「
身

の
回
り
に
あ
る
色
材
の
秘
密
を
知
ろ
う
」
と
題
し
て
色
を
つ

け
る
た
め
の
材
料
の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。

　

教
育
学
部
は
、
本
年
度
改
組
さ
れ
1
課
程
14
コ
ー
ス
で
入

学
生
を
受
け
入
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
大
学
院
教
育
学
研

究
科
に
は
、
高
度
教
職
実
践
専
攻
（
教
職
大
学
院
）
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
教
職
大
学
院
に
は
現
職
教
員
も
入
学
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
教
育
学
部
同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
教
職
大
学

院
へ
の
入
学
に
対
し
て
ご
考
慮
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

大
学
は
、
在
学
生
や
教
職
員
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
方
々

　

今
振
り
返
っ
て
見
る
と
、
大
学
本

部
に
勤
め
た
6
年
間
は
、
法
人
化
し

た
後
の
激
動
す
る
国
立
大
学
が
大
き

く
変
わ
る
、
ま
た
変
わ
ら
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
時
期
に

あ
た
り
ま
し
た
。
在
任
中
は
、主
と
し
て
教
学
（
教
育・学
生
）、

入
学
試
験
、
国
際
教
育
交
流
の
仕
事
を
担
当
し
、
多
く
の
関

係
者
の
ご
協
力
を
得
て
次
の
よ
う
な
教
育
改
革
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

教
育
の
面
で
は
、
大
学
の
教
育
組
織
の
責
任
と
任
務
を
明

確
に
、
教
育
組
織
を
見
直
し
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
再
定
義
に
基
づ
く

各
学
部
改
組
と
い
う
大
き
な
改
革
を
実
施
し
ま
し
た
。
一
方
、

豊
か
な
学
び
の
質
を
保
証
す
る
全
学
共
通
の
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
で
は
、
成
績
評
価
の
厳
格
化
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
体
系
化

の
見
え
る
化
を
図
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
信
大
方
式
の
Ｇ

Ｐ
Ａ
制
度
の
導
入
、
成
績
分
布
の
公
表
、
Ｄ
Ｐ
と
関
連
付
け

た
シ
ラ
バ
ス
づ
く
り
、
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
の
導
入
、e-Learning

シ
ス
テ
ム
の
活
用
、
Ｆ
Ｄ
の
充
実
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
よ
る
出
欠

確
認
な
ど
を
実
施
し
、
き
め
細
か
い
修
学
指
導
を
開
始
し
ま

し
た
。
ま
た
、「
教
養
ゼ
ミ
」
の
必
修
化
に
向
け
た
準
備
、
基

本
的
ス
キ
ル
習
得
の
た
め
の
「
大
学
生
基
礎
力
ゼ
ミ
」
の
拡

充
な
ど
初
年
次
教
育
と
共
通
教
育
の
充
実
を
試
み
ま
し
た
。

　

入
学
試
験
の
関
係
で
は
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
強

化
す
る
た
め
に
専
任
教
員
を
配
置
し
、
入
試
デ
ー
タ
の
調
査
・

分
析
、
学
外
の
入
試
情
報
の
収
集
、
学
部
と
の
密
接
な
連
携

が
で
き
る
体
制
を
つ
く
る
な
ど
、
全
学
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の

機
能
強
化
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
長
年
の
課
題

で
あ
っ
た
全
学
共
通
の
入
試
問
題
作
成
体
制
を
つ
く
り
、
27

年
度
か
ら
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

国
際
教
育
交
流
の
面
で
は
、
国
立
大
学
の
使
命
と
し
て
世

界
に
目
を
向
け
た
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
取
り
組
む
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
核
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
教

育
推
進
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
、
外
国
語
研
修
の
み
な
ら
ず

各
学
部
の
教
育
と
関
連
し
た
海
外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
に
よ

り
海
外
体
験
の
機
会
を
増
や
し
、
さ
ら
に
世
界
に
目
を
向
け

た
留
学
や
専
門
教
育
研
究
の
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
を
目
指

し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
教
育
を
推
進
す
る
た
め
に
各

種
の
経
済
支
援
制
度
も
設
け
ま
し
た
。

　

法
人
化
し
た
現
在
の
国
立
大
学
は
、
6
年
間
の
中
期
計
画

に
基
づ
く
評
価
を
定
期
的
に
受
け
、
そ
の
結
果
が
公
表
さ
れ

法
人
の
運
営
費
交
付
金
に
も
反
映
し
て
き
ま
す
。
中
期
計
画

に
盛
り
込
ん
だ
目
標
を
計
画
以
上
の
段
階
に
達
成
す
る
こ
と

が
常
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
新
聞
・
雑
誌
な
ど

各
種
の
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
様
々
な
側
面
か
ら
大
学
の
評
価
が
公

表
さ
れ
て
い
ま
す
。
幸
い
信
州
大
学
は
、
各
種
の
評
価
で
私

た
ち
が
予
期
し
て
い
る
以
上
の
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
日
本
経
済
新
聞
社
の
地
域
貢
献
度
調
査
で
は
、
平
成

24
年
度
か
ら
4
年
連
続
全
国
1
位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
、
民

間
会
社
に
よ
る
卒
業
生
の
評
価
も
非
常
に
高
い
結
果
が
で
て

い
ま
す
。
地
域
貢
献
度
が
高
い
こ
と
は
、
信
州
大
学
が
信
州

に
存
在
す
る
価
値
の
高
い
こ
と
を
示
し
、
こ
の
評
価
の
一
部
に

は
地
域
に
お
け
る
大
学
の
評
価
、
卒
業
生
の
評
価
な
ど
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
窓
会
の
活
動
は
、
大
学
・
学
部

を
直
接
ご
支
援
い
た
だ
く
強
力
な
力
で
あ
る
と
同
時
に
大
学
・

学
部
の
社
会
的
評
価
を
高
め
る
役
割
を
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
学
部
同
窓
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
発
足
以
来
教
育

学
部
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
る
と
と
も
に
、
平
成
26
年

3
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
信
州
大
学
全
体
の
同
窓
会
、「
信
州

大
学
学
友
会
」
の
発
足
に
あ
た
っ
て
大
き
な
役
割
を
果
た
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
卒
業
生
の
皆
様
の
信
州
大
学
に
対
す
る
ご

期
待
と
ご
支
援
が
大
学
発
展
の
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

在
任
中
に
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
支
援
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
教
育
学
部
同
窓
会
の
ご
発
展
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
学 

長 

挨 

拶
信
州
大
学
長

　
濱は
ま 

田だ

　
州く
に 

博ひ
ろ

　

 

大
学
の
執
行
部
を
経
験
し
て

前
信
州
大
学
理
事
・
副
学
長

　
赤
羽
　
貞
幸
　

と
と
も
に
歩
ん
で
お
り
ま
す
。
同
窓
会
の
皆
様
と
と
も
に
歩

ん
で
い
け
る
大
学
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
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私
た
ち
図
画
工
作
・
美
術
教
育
コ
ー
ス
の
学
生
は
、
卒
業
す
る

に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
学
び
の
総
括
と
し
て
卒
業
記
念
展
覧

会
を
行
い
ま
す
。「
絵
画
・
彫
刻
・
デ
ザ
イ
ン
・
理
論
」
そ
れ
ぞ

れ
の
研
究
室
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
込

め
て
作
品
を
作
り
ま
し
た
。
今
年
は
「
輪
」
と
「
成
長
」
を
テ
ー

マ
と
し
、
展
覧
会
全
体
の
雰
囲
気
を
作
り
あ
げ
ま
し
た
。

　

例
年
は
信
濃
美
術
館
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
お
借
り
し
て
い
る
の
で

す
が
、
今
年
は
工
事
の
都
合
か
ら
、
ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー
ル
の
と
て

も
広
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
お
借
り
し
ま
し
た
。
会
場
に
比
べ
、
作
品

の
展
示
数
が
少
な
い
こ
と
が
、
計
画
当
初
で
は
懸
案
事
項
の
一
つ

で
し
た
が
、
い
ざ
会
場
を
実
際
に
自
分
た
ち
で
見
て
、
そ
れ
を
も

と
に
自
分
た
ち
の
作
品
を
ど
の
よ
う
に
展
示
す
る
か
を
考
え
て
、

配
置
し
て
い
く
と
、
作
品
と
作
品
の
間
隔
が
広
い
か
ら
こ
そ
表
現

で
き
る
開
放
的
な
雰
囲
気
が
会
場
全
体
に
流
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作

品
が
ひ
と
き
わ
目
立
つ
よ
う
な
展
示
が
で
き
ま
し
た
。

　

展
示
内
容
と
し
ま
し
て
は
、
絵
画
作
品
が
2
点
、
彫
刻
作
品
が

1
点
、
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
制
作
作
品
が
2
点
、
理
論
系
パ
ネ
ル
が

4
点
と
い
う
よ
う
な
構
成
で
、
展
覧
会
会
期
中
1
週
間
で
お
よ
そ

450
名
ほ
ど
の
お
客
様
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
に
は
教
育

実
習
で
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
や
、
は
た
ま
た
過
去
の
恩
師
な

ど
、
展
覧
会
を
通
し
て
、
人
と
人
と
の
「
輪
」
を
育
み
、
私
た
ち

学
生
の
4
年
間
の
「
成
長
」
を
示
す
一
つ
の
自
信
と
な
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　

卒
業
生
9
名
に
よ
る
こ
の
度
の
卒
業
記
念
展
覧
会
、
準
備
段
階

か
ら
当
日
の
会
期
中
の
運
営
や
そ
の
後
の
片
づ
け
ま
で
、
ほ
と
ん

ど
を
学
生
で
進
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
決
し
て
9
名
だ

け
で
成
し
遂
げ
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
展
覧
会

を
開
催
す
る
に
あ
た
っ
て
た
く
さ
ん
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
へ
御
礼
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
次
代
の
図
画
工
作
・
美
術
教
育
コ
ー
ス
の

後
輩
に
向
け
て
は
、
我
々
の
代
で
築
い
た
「
輪
」
を
大
切
に
し
、

今
後
に
繋
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
是
非
と
も
、今
後
も
図
画
工
作・

美
術
教
育
コ
ー
ス
の
卒
業
記
念
展
覧

会
を
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
27
年
度
卒
業
書
道
展
は
、
２
０
１
６
年
２
月
17
日
か
ら
五

日
間
開
催
し
ま
し
た
。
連
日
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
書

写
書
道
教
育
研
究
室
生
一
同
あ
た
た
か
い
気
持
ち
で
胸
が
い
っ
ぱ

い
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
も
昨
年
度
ま
で
と
同
様
に
、
一
年
間

書
道
の
研
鑽
を
積
ん
だ
学
生
た
ち
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
ま

た
、
書
写
書
道
教
育
研
究
室
の
4
年
生
・
3
年
生
で
王
羲
之
「
蘭

亭
序
」
の
全
文
を
継
い
で
臨
書
を
し
、
屏
風
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
年
度
の
展
覧
会
で
は
、
長
野
県
知
事
指
定
伝
統
的

工
芸
品
「
龍り

ゅ
う
け
い
す
ず
り

渓
硯
」
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

龍
渓
硯
は
長
野
県
上
伊
那
郡
辰
野
町
で
採
れ
る
龍
渓
石
か
ら
作
り

ま
す
。
深
い
黒
に
所
々
酸
化
し
た
朱
が
混
じ
っ
て
お
り
、
墨
が
よ

く
磨
れ
ま
す
。
鑑
賞
用
・
実
用
の
ど
ち
ら
と
し
て
も
良
質
の
硯
と

し
て
名
高
い
で
す
。
私
た
ち
は
辰
野
町
へ
行
き
、
実
地
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
山
の
中
の
採
石
地
と
数
少
な
い
硯
工
房
の
翠
川
硯
店

を
訪
れ
、
硯
制
作
の
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

高
遠
高
校
書
道
科
の
泉
逸
男
先
生
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、
硯
制
作

の
一
部
を
体
験
し
ま
し
た
。
硯
を
制
作
す
る
大
変
さ
と
面
白
さ
に

合
わ
せ
、
石
の
硯
で
墨
を
磨
る
こ
と
の
重
要
さ
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
「
平
成
27
年
度
信
州
ア
カ
デ
ミ
ア（
信

大
C
Ｏ
C
事
業
）C
Ｏ
C
研
究
教
育
補
助
」を
受
け
て
行
い
ま
し
た
。

　

卒
業
書
道
展
は
、
卒
業
論
文
と
並
び
、
学
生
生
活
の
集
大
成
で

す
。
展
覧
会
開
催
に
は
、
多
く
の
時
間
と
汗
を
費
や
し
ま
す
。
論

文
執
筆
と
並
行
し
て
開
催
準
備
を
こ
な
す
こ
と
は
、
決
し
て
楽
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
先
生
方
や
先
輩
方
、
後
輩
た
ち
、
地

域
の
方
々
か
ら
の
支
え
が
あ
り
、
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

実
は
、
現
在
信
州
大
学
で
教
鞭
を
執
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
小
林

比
出
代
先
生
の
ご
指
導
の
下
で
開
催
す
る
卒
業
書
道
展
は
、
今
年

で
三
年
目
で
す
。
前
任
の
市
澤
静
山
先
生
の
ご
指
導
の
下
で
開
催

さ
れ
て
き
た
展
覧
会
と
は
年
数
が
空
い
て
お
り
、
私
た
ち
は
そ
れ

ら
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
受
け
継
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
新
た

に
イ
チ
か
ら
自
ら
で
考
え
て
い
く
先
輩
た
ち
の
姿
を
見
て
、
私
た

ち
は
強
い
憧
れ
を
抱
き
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
代
を
通
し
て
こ
の

展
覧
会
が
後
輩
に
渡
っ
た
こ
と
を
、
嬉
し
く
も
寂
し
く
思
い
ま
す
。

　

音
楽
教
育
コ
ー
ス
で
は
毎
年
12
月
に
定
期
演
奏
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
私
た
ち
が
日
頃
の
授
業
で
培
っ
た
音
楽
を
発
信
す

る
場
と
し
て
、
音
楽
教
育
コ
ー
ス
全
体
で
取
り
組
む
演
奏
会
で
す
。

各
授
業
や
各
研
究
室
に
お
け
る
学
生
の
取
り
組
み
を
、
多
く
の
方

に
知
っ
て
い
た
だ
く
絶
好
の
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

　

定
期
演
奏
会
で
は
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
を
取
り
上
げ
て
い

ま
す
。
授
業
で
日
本
の
伝
統
的
な
楽
器
を
取
り
扱
う
た
め
、
普
段

あ
ま
り
聴
く
機
会
の
な
い
筝
の
演
奏
、
オ
ペ
ラ
の
ワ
ン
シ
ー
ン
を

抜
粋
し
て
の
声
楽
の
重
唱
、
学
生
自
身
が
作
曲
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

作
品
の
演
奏
発
表
、
台
本・演
出
か
ら
す
べ
て
学
生
で
作
る
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
、
一
人
一
人
が
管
打
楽
器
を
練
習
し
て
参
加
す
る
吹
奏
楽

な
ど
、
音
楽
の
ジ
ャ
ン
ル
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
平
成
27
年
度

は
第
50
回
と
い
う
大
き
な
節
目
と
な
る
定
期
演
奏
会
で
あ
っ
た
た

め
、
例
年
行
っ
て
い
る
筝
の
演
奏
、
吹
奏
楽
、
各
研
究
室
の
演
奏

発
表
に
加
え
て
、
コ
ー
ス
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
G
と
の
合
唱
や
附
属
長
野

中
学
校
と
の
合
同
合
唱
な
ど
も
行
い
、
よ
り
華
や
か
な
演
奏
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
演
奏
会
を
通
し
て
、
音
楽
の
奥
深
さ
と″
人
を
繋
ぐ

力
〟を
実
感
し
ま
し
た
。
音
楽
は
一
人
で
も
演
奏
が
で
き
ま
す
が
、

共
に
演
奏
す
る
仲
間
が
加
わ
る
こ
と
で
、
音
楽
表
現
の
幅
が
広
が

り
ま
す
。
仲
間
が
い
な
け
れ
ば
で
き
な
い
音
楽
に
出
逢
い
、
自
分

の
知
ら
な
い
音
楽
の
世
界
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
は
学

生
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
演
奏
会
の
た

め
の
準
備
や
練
習
の
多
忙
さ
か
ら
逃
げ
出
し
た
く
な
る
時
も
あ
り

ま
し
た
が
、
仲
間
と
一
緒
に
本
番
を
無
事
に
終
え
た
時
は
喜
び
と

感
動
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
次
の
演
奏
会
へ
向
け
て
動
き
出
し
ま
し
た
。
私
た
ち
４

年
生
に
と
っ
て
は
最
後
の
演
奏
会
と
な
り
ま
す
。
素
敵
な
演
奏
会

と
な
る
よ
う
に
、
一
層
練
習
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
50
回
音
楽
教
育
コ
ー
ス
定
期
演
奏
会
を
終
え
て

音
楽
教
育
コ
ー
ス  

四
年
　
柳
澤 

あ
や
め

平
成
二
十
七
年
度 

卒
業
記
念
展
覧
会

平
成
27
年
度
卒
業
　
図
画
工
作
・
美
術
教
育
コ
ー
ス
　
横
野 

遼
太
郎

平
成
二
十
七
年
度 

卒
業
書
道
展

平
成
27
年
度
卒
業
　
国
語
教
育
コ
ー
ス
　
水
越 

　
　
優

教
育
学
部
生
の
活
動
紹
介
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教
育
学
部
同
窓
会
・
研
究
補
助
事
業
に
つ
い
て

　

本
号
で
も
、
平
成
十
五
年
度
よ
り
実
施
し
て
お
り
ま
す
同

窓
会
研
究
補
助
事
業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

本
事
業
の
主
旨
は
、
①
日
々
の
教
育
研
究
、
教
育
実
践
を

大
切
に
し
、
自
ら
の
授
業
改
善
に
努
め
る
こ
と
、
②
専
門
職

と
し
て
の
教
師
自
ら
の
教
育
研
究
・
教
育
実
践
を
磨
く
こ
と
、

③
教
育
の
振
興
・
改
善
に
つ
い
て
の
情
報
を
共
有
し
て
い
く

こ
と
、
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
対
象
者
は
教
育
学
部
同
窓
会

員
（
同
窓
会
費
納
入
者
）
で
、
応
募
者
一
律
に
一
万
円
を
補

助
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
希
望
者
は
所
定
の
様
式
（「
研
究
補
助
願
及
び
研
究

概
要
」）
に
し
た
が
っ
て
、
同
窓
会
事
務
局
（
〒
３
８
０
︱

８
５
４
４　

長
野
市
西
長
野
6
︱
ロ
）
に
お
申
し
込
み
下
さ

い
。
当
該
年
度
の
十
一
月
末
日
を
応
募
締
め
切
り
と
し
て
い

ま
す
。
応
募
規
定
な
ど
の
詳
細
な
内
容
は
、
同
窓
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
お
申
し
込
み
の
際
に
は

必
ず
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
（
研
究
補
助
は
十

名
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
受
付
可
能
か
ど
う
か
の
確
認
の
た

め
で
す
）。

平
成
二
十
七
年
度
助
成
交
付
の
研
究
テ
ー
マ

①
西
山　

裕
一
（
長
野
市
立
西
部
中
学
校
）

　
「
不
登
校
解
消
の
た
め
の
有
効
な
手
立
て
の
研
究
」

②
山
際　

正
巳（
長
野
県
安
曇
養
護
学
校
あ
づ
み
野
分
教
室
）

　
「
卒
業
後
の
自
立
に
向
け
た
教
育
課
程
の
編
成
」

③
藤
森　

隼
一
（
長
野
市
立
山
王
小
学
校
）

　
「
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
す
る
子
ど
も
の
交
流
学
級
に
お

　

け
る
授
業
参
加
」

④
瀧
澤　

俊
明
（
佐
久
市
立
田
口
小
学
校
）

　
「
青
少
年
赤
十
字
防
災
教
育
」

⑤
吉
越　

秀
之
（
長
野
市
立
川
田
小
学
校
）

　
「
児
童
に
思
考
を
う
な
が
す
言
語
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い

　

て
」

⑥
河
島　

謙
造
（
長
野
市
立
若
穂
中
学
校
）

　
「
中
学
校
英
語
科
授
業
に
お
け
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

　

グ
に
つ
い
て
」

⑦
小
泉　

一
輝
（
長
野
市
立
若
穂
中
学
校
）

　
「
生
徒
の
や
る
気
を
引
き
出
す
～
学
習
者
の
ス
タ
イ
ル
を

　

意
識
し
た
授
業
～
」

⑧
佐
久　

理
絵
（
長
野
市
立
若
穂
中
学
校
）

　
「
ふ
り
返
り
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
授
業
」

　

以
上
が
、
平
成
二
十
七
年
度
に
お
け
る
補
助
金
交
付
者
及

び
研
究
テ
ー
マ
に
関
す
る
一
覧
で
す
。
こ
れ
ら
を
大
い
に
参

考
に
し
て
い
た
だ
き
、
積
極
的
に
応
募
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

  

不
登
校
解
消
の
た
め
の
有
効
な
手
立
て
の
研
究

長
野
市
立
西
部
中
学
校　

前
校
長
　
西
山
　
裕
一

　

平
成
27
年
度
に
信
州
大
学
教
育
学
部
の
同
窓
会
か
ら
研
究

補
助
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
補
助
を
も
と
に
文
献
や
先

行
事
例
等
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
お
陰
さ
ま
で
大
き
な
成
果

を
上
げ
る
と
と
も
に
、
職
員
一
同
不
登
校
解
消
へ
の
手
応
え

と
方
向
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

行
っ
た
こ
と
は
２
つ
の
視
点
か
ら
で
す
。

①
不
登
校
に
至
っ
て
い
る
生
徒
・
保
護
者
の
支
援 

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
と
チ
ー
ム
づ
く
り

・
個
別
カ
ル
テ
の
作
成

・
不
登
校
等
児
童
生
徒
支
援
員
の
関
わ
り

・
多
数
の
教
員
が
関
わ
る
校
内
中
間
教
室
の
運
営

・
親
の
会
の
開
催

・
外
部
機
関
と
の
連
携　
　
　

等

②
未
然
防
止
へ
の
取
り
組
み

・
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
予
備
軍
の
掌
握

・
欠
席
状
況
の
共
有
化
と
対
応

・
Q‒

U
検
査
の
活
用

・
人
間
関
係
づ
く
り
の
活
動
を
、
授
業
の
学
習
活
動
と
、
西

部
タ
イ
ム
と
し
て
週
日
課
へ
の
位
置
付
け

・
校
長
と
全
生
徒
と
の
個
人
面
談　
　
　

等

　

下
の
写
真
は
、
西
部
タ
イ
ム
で
取
り
組
ん
だ「
学
級
対
抗

の
空
き
缶
積
み
」の
様
子
で
す
。日
課
の
中
に
生
み
出
し
た
25

分
の
時
間
で
、
生
徒
が
喜
々
と
し
て
取
組
み
ま
し
た
。
自
然

と
友
と
の
関
わ
り
が
増
え
、会
話
が
弾
み
ま
し
た
。週
一
回
の

楽
し
い
活
動
は
生
徒
に
好
評
で
す
。
不
登
校
解
消
に
特
効
薬

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
あ
る
と

す
れ
ば
職
員
の
意
識
化
だ
と

思
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の

持
ち
場
で
行
っ
た
実
践
の
積

み
重
ね
が
、
お
菓
子
の
パ
イ

皮
の
よ
う
に
積
み
重
な
っ
て

厚
み
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

結
果
と
し
て
不
適
応
・
不
登

校
の
生
徒
が
減
少
し
た
と
考

え
て
い
ま
す
。
一
人
で
は
成

し
得
な
か
っ
た
こ
と
も
チ
ー

ム
と
し
て
働
い
た
か
ら
こ
そ

形
と
な
っ
て
表
れ
た
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
情
報

同
窓
会
情
報

同
窓
会
情
報

研
究
実
践
よ
り

学級対抗空き缶積みで優勝の様子
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卒
業
・
修
了
生
の
　
就
　
職
　
状
　
況

就
職
部
長　
　

佐 

藤　

運 

海

　

本
学
部
の
就
職
支
援
活
動
に
対
し
て
、
教
育
学
部
同
窓
会

よ
り
多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま

す
。

　

さ
て
、
平
成
二
十
七
年
度
の
教
育
学
部
卒
業
生
及
び
大
学

院
教
育
学
研
究
科
修
了
生
の
進
路
状
況
が
下
欄
の
表
の
と
お

り
に
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
教
員

就
職
率
は
昨
年
度
と
比
べ
、
大
き
な
変
動
が
な
く
ほ
ぼ
同
様

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
八
年
度
卒
業
生
・
修
了
生
に
お
い
て
も
、
大
き

な
変
動
は
な
い
も
の
の
多
少
厳
し
く
な
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
既
に
公
表
さ
れ
た
長
野
県
の
「
平
成
二
十
九
年
度
公
立

学
校
教
員
募
集
案
内
・
採
用
選
考
要
項
」
に
よ
り
ま
す
と
、

平
成
二
十
八
年
度
と
比
べ
、
各
校
種
の
教
員
採
用
人
数
は
若

干
減
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
現
役
教
員
退
職
者
の
再
雇
用
に
係

る
人
数
の
変
動
に
よ
る
も
の
で
、
政
策
的
な
変
化
で
は
な
い

と
確
認
し
て
お
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
学
部
及
び
大

学
院
の
学
生
に
と
っ
て
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
こ
の
厳
し
い

状
況
は
今
後
も
続
く
可
能
性
が
大
き
い
で
す
。
本
学
部
と
し

て
は
皆
様
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
教
員
採
用
率
を
少
し
で

も
向
上
す
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
所
存
で
す
。

　

今
後
も
皆
様
か
ら
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
・
ご
要
望
を
い
た

だ
き
、
就
職
支
援
を
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平成27年度卒業生・修了生　進路状況
　　　就職・進学別

学部
大学院別

就　　　　　　　　　　　　　職　　　　　　　　　　　　　者 進　　学　　者 現

職

教

員

家

事

臨

採

待

ち

未

定

合

計

備

考

県　　　　　　　内 県　　　　　　　外

計

教　　員　　外 大学院 研
究
聴
講
履
修
生

専

門

学

校

そ

の

他

小

計

小

学

校

中

学

校

高
等
学
校

特
別
支
援
学
校

幼

稚

園

そ

の

他

小

計

小

学

校

中

学

校

高
等
学
校

特
別
支
援
学
校

幼

稚

園

そ

の

他

小

計

公務員 会

社

員

病

院

ス
ポ
ー
ツ
施
設

福
祉
施
設

そ

の

他

小

計

本
学
教
育
学

研

究

科

他

大

学

一

般

心

理

学　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

部

教　
　
　

員　
　
　

養　
　
　

成　
　
　

課　
　
　

程

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

現代教育 男 1 1 ⑴ 1 ⑴ 3 ⑵ 1 2 ⑴ 3 ⑴ 6 ⑶ 2 2 1 1 9
女 6 ⑶ 1 ⑴ 1 8 ⑷ 3 3 ⎝ 11 ⑷ 2 4 1 7 1 1 1 20

国語教育 男 2 ⑴ 2 ⑴ 1 5 ⑵ 1 ⑴ 1 ⑴ 6 ⑶ 1 1 7
女 4 ⑵ 2 ⑴ 1 7 ⑶ 1 1 ⑴ 2 ⑴ 9 ⑷ 2 1 3 1 1 13

英語教育 男 1 1 ⎝ 0 ⎝ 1 ⎝ 1 1 2 2 4
女 1 ⑴ 1 2 ⑴ 0 ⎝ 2 ⑴ 4 4 6

社 会 科
教 育

男 4 ⑵ 3 ⑴ 7 ⑶ 2 ⑴ 2 ⑴ 9 ⑷ 1 1 2 1 1 12
女 4 3 ⑴ 7 ⑴ 1 1 2 ⎝ 9 ⑴ 1 1 2 1 1 12

数学教育 男 1 ⑴ 6 ⑶ 1 ⑴ 8 ⑸ 1 1 1 3 ⎝ 11 ⑸ 1 1 1 1 1 14
女 1 2 ⑵ 3 ⑵ 1 1 ⎝ 4 ⑵ 1 1 2 1 1 8

理科教育 男 4 ⑴ 6 ⑶ 10⑷ 4 ⑶ 1 ⑴ 5 ⑷ 15 ⑻ 1 1 2 17
女 1 1 2 ⎝ 2 2 ⑵ 4 ⑵ 6 ⑵ 1 1 7

音楽教育 男 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 1 1 1
女 2 3 ⑴ 1 ⑴ 6 ⑵ 3 1 4 ⎝ 10 ⑵ 1 1 2 1 1 1 14

図画工作・
美術教育

男 1 ⑴ 1 ⑴ 0 ⎝ 1 ⑴ 1
女 3 ⑴ 1 1 5 ⑴ 0 ⎝ 5 ⑴ 1 1 2 1 1 2 9

保健体育 男 7 ⑷ 3 1 ⑴ 11⑸ 0 ⎝ 11 ⑸ 1 1 12
女 2 1 3 ⎝ 0 ⎝ 3 ⎝ 3

ものづくり・
技術教育

男 2 ⑴ 2 ⑵ 1 5 ⑶ 1 2 ⑴ 3 ⑴ 8 ⑷ 1 1 3 5 1 14
女 1 1 ⎝ 0 ⎝ 1 ⎝ 1 1 2

家 庭 科
教 育

男 0 ⎝ 1 1 ⎝ 1 ⎝ 1
女 4 2 ⑴ 6 ⑴ 0 ⎝ 6 ⑴ 3 4 1 8 14

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程
（
旧
分
野
）

総合・生活科
教 育

男 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝
女 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 1 1

社 会 科
教 育

男 1 ⑴ 1 ⑴ 0 ⎝ 1 ⑴ 2 2 3
女 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝

数学教育 男 1 ⑴ 1 ⑴ 1 1 ⎝ 2 ⑴ 1 1 3
女 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝

音楽教育 男 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝
女 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 1 1 1

情報・技術
教 育

男 0 ⎝ 1 1 ⎝ 1 ⎝ 1
女 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝

ライフプラン
ニング教育

男 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 1 1 1
女 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 1 1 1

英語教育 男 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 1 1 1
女 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝

国際理解
教　　育

男 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝
女 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 1 1 1

特別支援学校
教員養成課程

男 1 1 ⎝ 0 ⎝ 1 ⎝ 1
女 1 ⑴ 6 ⑴ 7 ⑵ 2 1 2 5 ⎝ 12 ⑵ 2 1 1 4 1 1 2 18

教員養成課程計
男 21⑽ 26 ⒀ 3 ⑵ 4 ⑵ 0 ⎝ 0 ⎝ 54 ㉗ 9 ⑷ 8 ⑵ 3 ⑵ 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 20⑻ 74 ㉟ 8 0 6 0 0 0 4 18 5 2 1 0 0 8 0 0 0 2 102
女 27 ⑹ 18 ⑻ 0 ⎝ 9 ⑶ 3 ⎝ 0 ⎝ 57 ⒄ 13 ⎝ 2 ⑵ 2 ⑴ 1 ⎝ 2 ⎝ 1 ⎝ 21⑶ 78 ⒇ 9 0 18 2 0 3 2 34 8 3 1 1 0 13 0 1 1 3 130
計 48 ⒃ 44 ㉑ 3 ⑵ 13⑸ 3 ⎝ 0 ⎝ �㊹ 22⑷ 10⑷ 5 ⑶ 1 ⎝ 2 ⎝ 1 ⎝ 41⑾ 152 � 17 0 24 2 0 3 6 52 13 5 2 1 0 21 0 1 1 5 232

生涯ス
ポーツ
課　程

地 域
スポーツ

男 1 ⑴ 2 ⑵ 3 ⑶ 1 ⑴ 1 ⑴ 2 ⑵ 5 ⑸ 3 3 1 7 1 1 2 14
女 1 1 ⎝ 1 1 ⎝ 2 ⎝ 1 1 3

野外教育 男 1 ⑴ 1 ⑴ 0 ⎝ 1 ⑴ 1 3 4 1 1 6
女 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 1 1 2 2 3

教育カウンセ
リ ン グ 課 程

男 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 1 1 2 1 1 1 4
女 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 1 1 2 5 3 1 9 11

非教員養成系計
男 2 ⑵ 2 ⑵ 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 4 ⑷ 0 ⎝ 1 ⑴ 1 ⑴ 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 2 ⑵ 6 ⑹ 5 0 7 0 0 0 1 13 3 0 1 0 0 4 0 0 0 1 24
女 0 ⎝ 1 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 1 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 1 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 1 ⎝ 2 ⎝ 2 0 1 0 0 0 1 4 5 5 1 0 0 11 0 0 0 0 17
計 2 ⑵ 3 ⑵ 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 5 ⑷ 0 ⎝ 1 ⑴ 1 ⑴ 1 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 3 ⑵ 8 ⑹ 7 0 8 0 0 0 2 17 8 5 2 0 0 15 0 0 0 1 41

学 　 部 　 計
男 23⑿ 28⒂ 3 ⑵ 4 ⑵ 0 ⎝ 0 ⎝ 58㉛ 9 ⑷ 9 ⑶ 4 ⑶ 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 22⑽ 80 ㊶ 13 0 13 0 0 0 5 31 8 2 2 0 0 12 0 0 0 3 126
女 27⑹ 19⑻ 0 () 9 ⑶ 3 ⎝ 0 ⎝ 58⒄ 13⎝ 2 ⑵ 2 ⑴ 2 ⎝ 2 ⎝ 1 ⎝ 22⑶ 80 ⒇ 11 0 19 2 0 3 3 38 13 8 2 1 0 24 0 1 1 3 147
計 50⒅ 47㉓ 3 ⑵ 13⑸ 3 ⎝ 0 ⎝ �㊽ 22⑷ 11⑸ 6 ⑷ 2 ⎝ 2 ⎝ 1 ⎝ 44⒀ 160 � 24 0 32 2 0 3 8 69 21 10 4 1 0 36 0 1 1 6 273

教 育 学 研 究 科
男 3 ⑴ 1 ⑴ 5 ⑶ 9 ⑸ 2 2 ⎝ 11 ⑸ 2 3 1 2 8 1 1 3 2 1 26
女 4 ⑶ 2 ⑴ 1 ⑴ 7 ⑸ 0 ⎝ 7 ⑸ 1 2 3 4 10 1 18 ①
計 7 ⑷ 3 ⑵ 6 ⑷ 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 16⑽ 0 ⎝ 0 ⎝ 2 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 2 ⎝ 18 ⑽ 3 2 6 5 0 0 2 18 0 1 0 0 0 1 4 0 2 1 44 ①

合 計
男 26⒀ 29⒃ 8 ⑸ 4 ⑵ 0 ⎝ 0 ⎝ 67㊱ 9 ⑷ 9 ⑶ 6 ⑶ 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 24⑽ 91 ㊻ 15 0 16 1 0 0 7 39 8 3 2 0 0 13 3 0 2 4 152
女 31⑼ 21⑼ 1 ⑴ 9 ⑶ 3 ⎝ 0 ⎝ 65㉒ 13⎝ 2 ⑵ 2 ⑴ 2 ⎝ 2 ⎝ 1 ⎝ 22⑶ 87 ㉕ 12 2 22 6 0 3 3 48 13 8 2 1 0 24 1 1 1 3 165 ①
計 57㉒ 50㉕ 9 ⑹ 13⑸ 3 ⎝ 0 ⎝ �� 22⑷ 11⑸ 8 ⑷ 2 ⎝ 2 ⎝ 1 ⎝ 46⒀ 178 � 27 2 38 7 0 3 10 87 21 11 4 1 0 37 4 1 3 7 317 ①

（注）　（　）は臨採で内数、○は外国人留学生で内数 就　職　率（学　部）（進学者を除く）　 96.624%
教員就職率（学　部）（進学者を除く） 67.511%
教員養成課程卒業者に対する教員就職率 65.517%
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事
務
局
便
り

○
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

事
業
の
紹
介
や
同
窓
会
報
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
等
を
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

信
州
大
学
教
育
学
部 

同
窓
会 

で
検
索
、

ま
た
は
、以
下
のU

RL

を
ご
指
定
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.shinshu-u.ac.jp/group/education-alum

ni/

○
研
究
補
助
受
付
中

　

研
究
補
助
申
請
を
四
月
よ
り
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。詳
細

は
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。ま
た
、本
号
の
六

ペ
ー
ジ・同
窓
会
情
報
の
欄
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。昨
年
度
の
助

成
交
付
の
研
究
テ
ー
マ
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

○
住
所
変
更
を
お
忘
れ
な
く

　

転
居
の
際
に
は
住
所
変
更
の
届

を
事
務
局
宛
て
に
お
願
い
致
し
ま

す
。メ
ー
ル
で
も
結
構
で
す
。

○
会
費
の
二
重
払
い
に
つ
い
て

　

同
窓
会
費
の
二
重
払
い
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。同
窓
会
費
は
終

身
会
費
で
す
。未
納
者
に
は
、後

日
、納
入
願
い
の
書
面
が
届
き
ま

す
。二
重
払
い
の
場
合
に
は
お
返
し

し
ま
す
が
、振
り
込
み
手
数
料
等

が
か
か
り
ま
す
の
で
全
額
返
金
は

で
き
ま
せ
ん
。

事務局連絡先
電　話　026-238-4370
月・水・金　9:30 ~ 16:30
HP http://www.shinshu-u.ac.jp/group/
　  education-alumni/
Email 　kdousou@shinshu-u.ac.jp

　
記
念
講
演
の
ご
案
内（
一
般
公
開
）

教
育
学
部
の
運
営
・
発
展
に
貢
献
す
る
同
窓
会

学
校
法
人
福
山
大
学
理
事
長  

清 

水  

厚 
實
　
氏

　

信
州
大
学
教
育
学
部
同
窓
会
は
、
第
一
に
母
校
教
育
学
部
の
運
営
、

発
展
を
全
面
的
に
支
援
、協
力
す
る
こ
と
、第
二
は
長
野
県
は
じ
め
全

国
の
学
校
や
教
育
行
政
、教
育
研
究
機
関
等
に
勤
務
す
る
教
員
や
研
究

者
の
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

平
成
二
十
九
年
に
は
同
窓
会
創
立
三
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、こ
の
機
会
に
改
め
て
同
窓
会
設
立
の
原
点
に
思
い
を
致

し
、
全
卒
業
生
が
一
丸
と
な
っ
て
、そ
の
設
立
目
的
を
達
成
す
る
よ
う

努
力
し
て
ほ
し
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、長
野
県
の
教
育
は
、歴
史
的
に
み
て
長
野
師
範（
男
子
部
、女

子
部
）の
卒
業
生
が
中
心
と
な
っ
て
明
治
以
降
の
近
代
教
育
を
進
め
て

き
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。し
か
し
、本
県
の
特
殊
な
地
域
環
境
か
ら
近

隣
都
府
県
の
師
範
学
校
等
の
卒
業
生
も
長
野
県
の
学
校
に
赴
任
し
教

師
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
も
の
が
多
い
こ
と
か
ら
、長
野
師
範
を
中
心

と
し
た
同
窓
会
を
作
る
こ
と
は
セ
ク
ト
的
に
な
り
、民
主
的
で
な
い
と

し
て
、そ
の
設
立
を
厳
し
く
戒
め
て
き
た
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、戦
後
の
教
育
改
革
に
よ
り
信
州
大
学
教
育
学
部
が
設
立

さ
れ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、学
部
は
あ
っ
て
も
大
学
院
が
無
い
と
い

う
こ
と
か
ら
、大
学
当
局
の
強
い
要
請
も
あ
っ
て
一
期
生
が
中
心
と
な

り
、昭
和
六
十
二
年
に
同
窓
会
を
設
立
し
、大
学
院
作
り
を
は
じ
め
前

述
し
た
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

も
と
も
と
長
野
県
は「
信
州
教
育
」と
し
て
広
く
全
国
に
知
ら
れ
て

い
る
も
の
で
あ
り
、そ
の
原
点
は
明
治
維
新
を
指
導
し
た
佐
久
間
象
山

を
は
じ
め
、多
く
の
学
者
、教
師
、官
僚
を
輩
出
し
、わ
が
国
の
教
育
や

教
育
行
政
の
上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、大
学
の
設
立
に
つ
い
て
も
大
正
四
年
に
は
伊
藤
長
七（
東
京
高

師
教
授
）が
雑
誌『
信
濃
教
育
』に「
信
濃
大
学
創
設
の
国
論
を
樹
立
す

べ
し
」を
寄
稿
し
、県
下
に
大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
昭
和
三
年
十
月
に
は
、松
本
で
開
か
れ
た
信
濃
教
育
会（
明

治
十
九
年
設
立
）臨
時
総
会
に
お
い
て
東
筑
摩
教
育
部
会
の
川
船
千
嘉

恵
が「
信
州
大
学
創
立
促
進
に
つ
き
調
査
研
究
を
進
む
る
の
件
」を
建

議
し
、
可
決
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、こ
れ
ら
の
大
学
設
立
に
関
す

る
提
案
は
、そ
の
後
の
第
一
次
、
第
二
次
世
界
大
戦
な
ど
に
よ
り
実
現

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

来
る
八
月
十
一
日
の
同
窓
会
総
会
で
は
、同
窓
会
設
立
の
経
過
等
に

合
わ
せ
、
信
州
教
育
を
支
え
た
学
者
、教
師
、
官
僚
等
の
紹
介
や
大
学

院
作
り
に
つ
い
て
教
育
学
部
長
と
一
緒
に
な
っ
て
文
部
省
の
大
学
学
術

局（
当
時
）を
訪
ね
、指
導
を
戴
い
た
こ
と
等
に
つ
い
て
も
ご
報
告
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
略
歴
】

信
州
大
学
教
育
学
部
卒
業（
昭
和
二
十
八
年
三
月　

学
部
第
一
期
卒

業
生
）、
全
国
教
育
研
究
所
連
盟
常
任
委
員
、
社
団
法
人
日
本
図
書

教
材
協
会
専
務
理
事
、
財
団
法
人
図
書
教
材
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
、

学
校
法
人
福
山
大
学
理
事
長
、日
本
教
材
学
会
会
長

　

記
念
講
演
終
了
後
、「
ホ
テ
ル
信
濃
路
」
に
お
い
て
祝
賀
懇
親
会（
会

費
四
、〇
〇
〇
円
）を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
ち
ら
へ
も
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま

す
。
申
し
込
み
は
同
封
の
葉
書
で
事
務
局
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　日　時
平成28年8月11日（木）
午前10時より
　　会　場
長野市岡田町
「ホテル信濃路」
　　次　第
１．開会宣言
２．会長挨拶
３．議長団選任
４．議事録署名人の選任
　　並びに書記の任命
５．議事
　第1号議案　平成27年

度事業報告及び歳
入・歳出決算報告に
ついて

　第2号議案　平成28年
度事業計画（案）及び
歳入・歳出予算（案）
の承認について

　第3号議案　第15期役
員の交代について

　第4号議案　同窓会創
立30周年記念事業に
ついて

６．来賓紹介、代表挨拶
７．閉会宣言

記念講演会：12時より
講師：清水 厚實 氏

祝賀懇親会：13時より

信
州
大
学
教
育

学
部
同
窓
会

　
第
二
十
九
回
通
常
総
会（
通
知
）


